
世界の高等教育界において、最重要テーマである「質保証（Quality 
Assurance）」の中心として「教育の成果とその測定方法」の議論が続いて
いる。国際的な高等教育の質保証の第一人者であるVictor M.H. Borden氏か
ら米国の現状をお聞きするとともに、日本の高等教育政策における考え方
やこれからの方向性、本学を含めた日本の大学の現状を共有し、「学修成
果（Learning Outcomes）」から一歩広げて多角的な視点で教育の成果を捉
えるべく、具体的な指標や測定方法を含めて議論する。
※本プログラムは関西学院大学「グローバル・アカデミック・ポート」構想（「文部科学省スーパーグローバル大学

創成支援」採択）の一環として実施します。

関西学院大学主催
国際シンポジウム

大学教育の成果を何で測るべきか
～日米の最新動向からアウトカム指標を再考する～

2019年３月１日（金）
１３：００～１７：００
（開場１２：３０）

関西学院大学 大阪梅田キャンパス１４Ｆ １４０５教室場 所

日 時

主催／関西学院大学

パネリスト

関西学院大学教育学部准教授
評価情報分析室副室長・高等教育推進センター副長

江原 昭博

Victor M.H. Borden
（Professor of Higher Education , Indiana University Bloomington）

米国インディアナ大学ブルーミントン校教授。高等教育機関における教育プログラム
や機関運営のエビデンス・ベースによる評価・改善が専門で、世界各国で150を超える
招待講演を行っている。現在カーネギー教育振興財団が作成するカーネギー大学分類
（Carnegie Classification of Institutions of Higher Education）のプロジェクトディレ
クターも務める。過去にはIRの専門家としてアメリカの4大学に従事し、全米のIR協
会であるAssociation for Institutional Research（AIR）の会長も務めた。

常盤 豊 国立教育政策研究所所長

1982年東京大学法学部卒業、文部省（現文部科学省）に入省。2004年に初等中等教育
局教育課程課長。その後、初等中等教育企画課長、科学技術・学術政策局科学技術・
学術総括官、大臣官房審議官（高等教育局担当）、高等教育局私学部長、研究振興局
長、高等教育局長、生涯学習政策局長を歴任し、2018年10月より現職

早稲田大学商学部卒業。州立ハワイ大学人文学部卒業。早稲田大学大学院文学研究科
博士後期課程満期退学。関西学院大学専任講師を経て、現職。世界野球ソフトボール
連盟競技委員。公益財団法人大学基準協会大学評価研究委員。



＜会場へのアクセス＞
・阪急「梅田駅」茶屋町口から北へ徒歩5分
・地下鉄御堂筋駅「梅田駅」から徒歩7分、

「中津駅」から徒歩4分
・ＪＲ「大阪駅」御堂筋口から徒歩10分

＜締切：2月25日（月）＞
申込みURL

https://kwansei.net/symposium/entry

お問い合わせ
関西学院大学 高等教育推進センター
℡ 0798-54-7420
（平日8：50～16：50）

○会場：関西学院大学 大阪梅田キャンパス14Ｆ 1405教室（下記参照）
〇対象：大学教職員
○参加費：無料
○同時通訳あり

申込方法

定員 100名

13:00～13:10 開会挨拶

村田 治（関西学院大学 学長）

13:10～14:10 基調講演「米国における教育成果検証の現状」

Victor M.H. Borden (Professor of Higher Education, Indiana University Bloomington)

14:10～14:20 休憩

14:20～15:00 講演「教育の成果検証の枠組み ～関西学院大学における取り組みを切り口に～」

江原 昭博（関西学院大学 教育学部准教授・評価情報分析室副室長

高等教育推進センター副長）

15:00～15:40 講演「日本の高等教育政策から見た教育の成果」

常盤 豊（国立教育政策研究所 所長）

15:40～15:50 休憩

15:50～16:50 パネルディスカッション

【パネリスト】

Victor M.H. Borden (Professor of Higher Education, Indiana University Bloomington)

常盤 豊 （国立教育政策研究所 所長）

江原 昭博（関西学院大学 教育学部准教授・評価情報分析室副室長

高等教育推進センター副長）

16:50～17:00 閉会挨拶

豊原 法彦（関西学院大学 高等教育推進センター長）

プログラム

※申込みの際に頂いた個人情報は、当シンポジウムの受付のためだけに
使用し、その他の目的に利用したり第三者への提供はしません。

※申込者数が定員を上回った場合は、ご参加いただけない場合もござい
ますので、あらかじめご了承ください。

https://kwansei.net/symposium/entry
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